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○保険料率を見直します。
　後期高齢者医療制度の保険料は、被保険者全員が等しく負担する「均等割額」と被保険者の所得に応じて負担す
る「所得割額＝被保険者の所得※×所得割率」の合計となり、保険料率は、2年ごとに見直されます。平成 26年度
及び平成 27年度の保険料率は、次のとおりとなります。
� ※所得＝総所得金額等－33万円（基礎控除）

区　分 平成 26・27 年度 平成 24・25 年度 増加する額（ポイント）
均 等 割 額 41,840 円 40,670 円 1,170 円
所 得 割 率 7.99％ 7.83％ 0.16 ポイント

・一人当たりの保険料（試算）について
　�　保険料は所得に応じて計算されますが、所得の少ない世帯の方には保険料の軽減措置があります。軽減後の被
保険者の一人当たり保険料を比較すると 0.8％の増加が見込まれます。

区　分 平成 26・27 年度 平成 24・25 年度 増加する額（率）
一人当たり軽減後
保険料額（年額） 57,135 円 56,672 円 463 円（0.8％）

・保険料の増加を抑制します。
　�　平成 26年度及び平成 27年度の一人当たり保険料額は、何ら保険料の増加抑制策を講じない場合、7.8% の増
加が見込まれます。このため、平成 25年度末までに生じると見込まれる剰余金の全額活用及び県に設置してあ
る財政安定化基金を活用することにより、一人当たり保険料額の上昇を 0.8％にとどめます。

　※保険料が増加する主な要因について
　　ア　一人当たり医療給付費が伸びています。
　　　�　医療の高度化等により高齢者の一人当たり医療給付費は、年々、増加しており、平成 26・27 年度は、2

年分で約 3.4％の増加が見込まれます。
　　イ　後期高齢者負担率の引き上げ
　　　�　後期高齢者医療制度の被保険者が保険料として負担する率は、国の政令により平成 24年度及び平成 25年

度が 10.51% でしたが、平成 26年度及び平成 27年度は、10.73% に改定されました。

・保険料の賦課限度額を改定します。
　�　保険料の賦課限度額（保険料の上限額）を中低所得者層の負担軽減を図るため、57万円に改定します。（改正前
55万円）

・均等割保険料の2割軽減及び5割軽減の対象者を拡大します。
　�　低所得者の負担軽減の観点から、2割軽減については所得基準額を引き上げ、5割軽減については、二人世帯
以上が対象であるものを単身世帯も対象とします。

・平成26年度の後期高齢者医療保険料は、平成26年7月中旬に通知します。

【参考】
後期高齢者医療制度にかかる医療費負担のしくみ

お問い合せ先　　岐阜県後期高齢者医療広域連合　　電話番号　058－387－6368
　　　　　　　　または、揖斐川町役場　住民課　　電話番号　0585－22－2111

　急速な少子高齢化が進む中、国民皆保険を守り、家族や社
会のために長年尽くされた高齢者の方々が、安心して医療を
受け続けられるようにするため、みんなで医療費を負担する
支えあいのしくみです。

制度にかかる医療費負担のしくみ

医　療　費

窓
口
負
担

医療給付費

公費（国・県・市町村）約 5割

現役世代からの支援金
（74歳までの方の保険料）

約 4割

被保険者の
保険料
約 1割

平成26年度及び平成27年度の岐阜県後期高齢者医療保険料の保険料率について
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●支給対象者
・平成 26 年度分の住民税が課税されていない方が対象です。
　ただし、　・課税されている方に生活の面倒を見てもらっている場合
　　　　　 ・生活保護の受給者である場合　など　　　　　　　　　　 は除きます。

●支　給　額
・1 人につき　10,000円
・下記の《加算対象者》は 1 人につき 5,000円を加算

《加算対象者》 ・老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金等の受給者※ 1

・児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者など※ 2

※ 1 平成 26 年 3 月分の受給権があり、4 月分または 5 月分の年金の支払いがある方が対象です。
※ 2 平成 26 年 1 月分の手当等を受給している方が対象です。

●支給対象者
　次のどちらの要件も満たす方が対象です。
　①平成 26 年 1 月分の児童手当・特例給付※を受給
　②平成 25 年の所得が児童手当の所得制限限度額未満
　　※特例給付とは、所得が高額な方について、児童 1 人当たり月額 5,000 円を支給しているものです。

●対 象 児 童
　支給対象者の平成 26 年 1 月分の児童手当・特例給付の対象となる児童
　ただし、　・「臨時福祉給付金」の対象となる児童
　　　　　 ・生活保護の受給者となっている児童 　など　 は除きます。

●支　給　額
　対象児童 1 人につき 10,000円

●申請受付期間　平成26年7月以降で3ヶ月間を予定

●給 付 時 期　平成 26 年 8 月以降を予定

●提 出 書 類　申請書、本人確認書類、指定した口座が確認できる書類等
（対象者に直接申請書を送付予定。ただし、申請書が送られてきた人でも、所得条件などにより、給付とならない場合があります。）

●受け取ることができるのはどちらか1つの給付金です。
●�原則として、申請期間外の申請や平成 26 年 1 月 1 日時点で揖斐川町に住民票がない方の申請は受け付けられませんの

でご注意ください。
　※その他、詳細な申請手続き方法は、広報いびがわ 7 月号・ホームページ等でお知らせします。

●申請方法に関するお問い合せ
　「臨時福祉給付金」窓口　　　　　　　〈福 　 祉 　 課〉　電話：0585（22）2111　内 230
　「子育て世帯臨時特例給付金」窓口　　〈子育て支援課〉　電話：0585（22）2111　内 242

Ⅰ．臨時福祉給付金

Ⅱ．子育て世帯臨時特例給付金

申請方法等

ご　注　意

問い合わせ先

消費税率の引上げに際し、
所得の低い方の負担を緩和します。

消費税率の引上げに際し、
子育て世帯の負担を緩和します。

お知らせします。2つの給付金
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￢
老
後
の
あ
ん
し
ん
」
は
何
歳
か
ら
？

老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し
て
65

歳
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
を
納
め
た

期
間
な
ど
の
受
給
資
格
期
間
が
25
年
以
上

あ
る
人
が
、
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金

で
す
。
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40

年
間
保
険
料
を
納
め
た
人
は
満
額
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
厚
生
年
金
保
険
に

加
入
し
た
期
間
の
あ
る
人
は
、
老
齢
厚
生

年
金
も
受
給
で
き
ま
す
。

○
受
給
す
る
た
め
の
要
件

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
少
な
く
と
も
25
年
以
上
の
受
給
資
格

期
間
が
必
要
で
す
。
受
給
資
格
期
間
に
は

次
の
よ
う
な
期
間
が
含
ま
れ
ま
す
。

①
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
た
期
間

�

（
自
営
業
・
学
生
な
ど
）

②
第
２
号
被
保
険
者
期
間

�

（
会
社
員
・
公
務
員
）

③
第
３
号
被
保
険
者
期
間

（�

会
社
員
・
公
務
員
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
）

④
保
険
料
の
免
除
期
間

⑤�

昭
和
36
年
４
月
か
ら
昭
和
61
年
３
月
ま

で
の
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
加
入
期
間

⑥
任
意
加
入
期
間
や
カ
ラ
期
間

　

任
意
加
入
で
年
金
受
給
が
可
能
に

　

次
の
人
は
、
希
望
す
れ
ば
国
民
年
金
の

任
意
加
入
者
に
な
り
、
第
１
号
被
保
険
者

と
同
じ
額
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

＊�

「
受
給
資
格
期
間
が
不
足
し
て
い
る
」

「
年
金
額
が
満
額
に
な
ら
な
い
」
と
い

う
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
。

・�

昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
で
受

給
資
格
期
間
が
不
足
し
て
い
る
人
は
、

70
歳
に
な
る
ま
で
加
入
で
き
る
特
例
が

あ
り
ま
す
。

＊�

日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
20
歳
以
上
65

歳
未
満
の
日
本
人
。

　

カ
ラ
期
間
と
は

　

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
受

給
資
格
期
間
と
し
て
入
れ
る
こ
と
の
で
き

る
以
下
の
よ
う
な
期
間
の
こ
と
で
す
。

＊�

昭
和
61
年
３
月
ま
で
に
、
会
社
員
・
公

務
員
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
が
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

＊�

平
成
３
年
３
月
ま
で
に
、
国
民
年
金
に

任
意
加
入
し
な
か
っ
た
学
生
の
期
間

＊�

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
と
学
生
納
付
特

例
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た
期

間（
追
納
し
な
か
っ
た
場
合
）　

な
ど

○
老
齢
基
礎
年
金
額
（
年
額
）

　

７
７
万
２
８
０
０
円

　

こ
れ
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で

の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
満
額

で
す
。
40
年
に
満
た
な
い
と
き
は
減
額
さ

れ
ま
す
。

　

繰
上
げ
支
給
・
繰
下
げ
支
給

　

老
齢
基
礎
年
金
は
65
歳
か
ら
受
給
で
す

が
、
希
望
す
れ
ば
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る

ま
で
の
間
に
減
額
さ
れ
た
繰
上
げ
支
給
の

年
金
を
受
け
た
り
、
66
歳
以
降
に
増
額
さ

れ
た
繰
下
げ
支
給
の
年
金
を
受
け
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
一
度
決
め
た
ら
一
生
変
更

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

大
垣
年
金
事
務
所

　

℡
０
５
８
４

－

７
８

－

５
１
６
６

　

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１　

 

住
民
票
の
写
し
な
ど
を
第
三
者

へ
交
付
し
た
時
は
、
本
人
へ
通

知
し
ま
す
。希
望
者
は
登
録
を
！

　

揖
斐
川
町
で
は
、
住
民
票
の
写
し
な
ど

の
第
三
者
交
付
に
係
る
本
人
通
知
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍

謄
本
な
ど
の
不
正
な
請
求
や
不
正
な
取
得

に
よ
っ
て
、
個
人
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る

の
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
本
人
の
代
理
人
ま
た
は
第
三
者
に
交

付
し
た
と
き
に
、
事
前
に
登
録
し
た
本
人

に
そ
の
事
実
を
通
知
し
ま
す
。

■
通
知
対
象

　

�

本
人
の
代
理
ま
た
は
第
三
者
か
ら
の
請

求
に
よ
り
、
登
録
者
の
住
民
票
の
写
し

な
ど
を
交
付
し
た
と
き
。（
た
だ
し
、

弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の
特
定
事
務

受
託
者
の
紛
争
処
理
、
国
や
地
方
公
共

団
体
か
ら
の
請
求
な
ど
の
場
合
を
除
き

ま
す
。）

■
登
録
で
き
る
人

　

�

揖
斐
川
町
の
住
民
基
本
台
帳
、
戸
籍
ま

た
は
戸
籍
の
附
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る

人
（
過
去
に
記
載
さ
れ
て
い
た
人
）

■
登
録
期
間

　

�

登
録
者
名
簿
に
記
載
し
た
日
か
ら
３
年

間
■
登
録
申
込

　

�

本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

（
運
転
免
許
証
や
写
真
入
り
住
基
カ
ー

ド
、
旅
券
な
ど
）
を
持
っ
て
、
揖
斐
川

町
役
場
住
民
課
ま
た
は
各
振
興
事
務
所

窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

　

ま
た
は
各
振
興
事
務
所
地
域
振
興
課
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

平
成
27
年
度
採
用
職
員
の
募
集

に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

一
般
行
政
事
務
職

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
応
募
資
格

　

�

昭
和
60
年
４
月
２
日
～
平
成
７
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
方
で
、
大
学
、
短
大

卒
業
ま
た
は
、
平
成
27
年
３
月
卒
業
見

込
み
の
方

保
育
士

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
応
募
資
格

　

�

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
保
育
士
と
な
る
資
格
を
有
し
、

保
育
士
登
録
簿
に
登
録
し
た
方
ま
た

は
、
平
成
26
年
度
内
に
そ
の
登
録
見
込

み
の
方
）

■
受
付
期
間

　

５
月
23
日（
金
）～
６
月
13
日（
金
）

■
１
次
試
験

　

日
時　

７
月
27
日（
日
）

　

場
所　

県
立
岐
山
高
等
学
校

　

�

内
容　

教
養
試
験
、
専
門
試
験
（
保
育

士
の
み
）、
事
務
適
性
検
査
ほ
か

■
１
次
試
験
発
表　

８
月
下
旬（
予
定
）

■
２
次
試
験　

９
月
中
旬（
予
定
）

　

内
容　

面
接
試
験
及
び
作
文
試
験

■
最
終
合
格
発
表

　

10
月
中
旬（
予
定
）

■
応
募
方
法

　

�

応
募
期
間
中
に
所
定
の
申
込
用
紙
（
役

場
総
務
課
備
え
付
け
）
に
記
入
し
、
次

の
書
類
を
添
え
て
、
役
場
総
務
課
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
卒
業（
見
込
）証
明
書

　

・
成
績
証
明
書（
最
終
学
歴
）

　

・�

有
資
格
者
の
場
合
は
免
許
証
等
の
写

し

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
総
務
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
１
２
１
）

 

臨
時
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
で
は
、
次
の
と
お
り
臨
時
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

留
守
家
庭
児
童
教
室
指
導
員

■
職
務　

小
学
校
児
童
の
保
育･
指
導

■�

勤
務
場
所　

町
内
小
学
校
内
に
あ
る
留

守
家
庭
児
童
教
室（
学
童
保
育
）

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
応
募
資
格

　

�

児
童
の
育
成
指
導
に
熱
意
を
有
し
、
知

識
ま
た
は
経
験
を
有
す
る
者

■
試
験　

面
接
試
験
を
実
施

■
雇
用
期
間

　

�

７
月
22
日（
火
）～
８
月
29
日（
金
）ま
で

（
夏
休
み
期
間
中
）

■
給
与

　

日
日
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件
に
よ
る

　

�

時
給
８
１
０
円
（
保
育
士
な
ど
の
資
格

を
有
す
る
場
合
は
８
７
０
円
）

■
勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日

　

�

８
時
～
18
時
30
ま
で
（
８
月
13
日
～
15

日
は
除
く
）

■�

応
募
方
法　

履
歴
書（
市
販
の
用
紙
）に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
６
月
25
日

（
水
）ま
で
に
役
場
子
育
て
支
援
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

保
育
士

■
募
集
人
員　

保
育
士
若
干
名

■
応
募
資
格

　

保
育
士
登
録
簿
に
登
録
し
た
方

■
試
験　

面
接
試
験
を
実
施

■
採
用　

平
成
26
年
７
月
１
日

■
雇
用
期
間　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

■�

給
与　

日
日
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件
に

よ
る

■�

勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
（
国
民
の
休

日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

　

８
時
30
分
～
16
時
30
分

■�

応
募
方
法　

履
歴
書（
市
販
の
用
紙
）に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
資
格
証
の
写

し
を
添
え
て
６
月
13
日（
金
）ま
で
に
役

場
子
育
て
支
援
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

　

新
学
期
を
迎
え
て
、
小
島
小
学
校
の

北
分
団
の
畑
尻
地
内
の
通
学
路
に
は
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
が
咲
き
、
通
学
す

る
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
、「
小
島
小

学
校
安
全
サ
ポ
ー
タ
」
の
馬
場
好
美
さ

ん
が
、
子
ど
も
た
ち
が
、
楽
し
く
安
全

に
通
学
で
き
る
よ
う
に
と
植
え
て
く
だ

さ
っ
た
も
の
で
す
。

　

行
き
帰
り
の
道
す
が
ら
見
て
楽
し
む

だ
け
で
な
く
心
の
和
み
も
育
ん
で
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
行
い
は
、
地
域
の
環
境

美
化
だ
け
で
な
く
、
住
民
の
心
の
癒
し

に
も
な
り
ま
す
。こ
の
輪
が
広
が
り「
よ

り
豊
か
な
町
づ
く
り
」
に
繋
が
る
よ
う

願
い
た
い
も
の
で
す
。

ほのぼの
ニュース

ありが
とう

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が

子
ど
も
た
ち
を

見
守
っ
て
い
ま
す
！
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　

３
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

　

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
３
３
０
０
円
～

　

・
そ
の
他　

�

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居

者
の
持
ち
込
み
に
な
り
ま

す
。

②
島
住
宅　

２
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
島
１
４
２

　

・
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
３
２
０
０
円
～

③
北
方
奥
郷
住
宅（
２
Ｄ
Ｋ
）　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
北
方
13

　

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

　

・
耐
火
構
造
２
階
建　

２
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

２
０
２
０
０
円
～

④
北
方
奥
郷
住
宅（
３
Ｄ
Ｋ
）　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
北
方
13

　

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

　

・
耐
火
構
造
２
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

２
５
４
０
０
円
～

⑤
坂
本
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
坂
内
坂
本
３
３
７

　
　
　
　
　

６

　

・
建
設
年
度　

平
成
８
年
度

　

・
木
造
平
屋
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
０
６
０
０
円
～

■
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

　

・�

現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族（
婚
約
者
含
む
）が
あ
る
こ

と

　

・�
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る

納
付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

　

・�

家
賃
の
他
に
共
益
費
（
上
下
水
の
使

用
料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）

が
必
要
で
す
。

　

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

６
月
２
日（
月
）～
６
月
16
日（
月
）

■
入
居
予
定
日

　

平
成
26
年
７
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
３
２
）

　
　

岩い
わ

手て

県け
ん

大お
お

槌つ
ち

町ち
ょ
う

　

11
回
目
の
「
被
災
地
か
ら
の
活
動
レ

ポ
ー
ト
」
は
、復
旧
し
た
三
陸
鉄
道
「
南

リ
ア
ス
線
」「
北
リ
ア
ス
線
」と
そ
の
他
、

被
災
し
た
鉄
道
の
現
状
を
お
伝
え
し
ま

す
。

　

４
月
上
旬
、各
新
聞
が
「
三
陸
鉄
道
、

完
全
復
旧
」「
三
鉄
、
復
旧
の
汽
笛
」

と
沿
線
各
地
で
の
住
民
や
関
係
者
の
喜

び
の
声
と
写
真
な
ど
を
大
き
く
報
じ
ま

し
た
。

　

大
槌
町
の
南
に
位
置
す
る
釜
石
駅
と

大
船
渡
市
の
盛
駅
間
を
結
ぶ
「
南
リ
ア

ス
線
」
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
の
舞
台
と
な
っ
た
久

慈
駅
と
宮
古
駅
間
を
結
ぶ
「
北
リ
ア
ス

線
」
の
南
北
全
線
１
０
７
・
６
キ
ロ
が

３
年
ぶ
り
に
復
旧
・
全
線
運
行
を
再
開

し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
線
路

が
流
失
す
る
な
ど
３
１
７
カ
所
が
被
災

し
ま
し
た
が
、
中
東
の
国
ク
ウ
ェ
ー
ト

か
ら
の
支
援
で
製
造
さ
れ
た
新
型
車
両

を
は
じ
め
国
内
外
の
多
く
の
支
援
に
よ

り
東
北
地
方
沿
岸
地
域
の
再
興
へ
の
確

か
な
一
歩
と
な
り
、
復
興
が
夢
で
は
な

い
と
感
じ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た

Ｊ
Ｒ
釜
石
線
の
釜
石
駅
と
花
巻
駅
間
で

は
、
蒸
気
機
関
車
「
Ｓ
Ｌ
銀
河
」
が
約

四
十
年
ぶ
り
に
鉄
路
に
復
帰
し
定
期
運

行
が
始
ま
り
、
被
災
地
に
活
気
が
戻
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
北
リ
ア
ス
線
と
南
リ

ア
ス
線
の
間（
宮
古
市
～
山
田
町
～
大

槌
町
～
釜
石
市
）を
運
行
し
て
い
た「
Ｊ

Ｒ
山
田
線
」
は
、
今
も
被
災
し
た
ま
ま

の
痛
々
し
い
姿
で
線
路
や
橋
げ
た
が
残

さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。
通
学

や
就
業
、
ま
た
通
院
等
の
生
活
の
足
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ
け

に
、
早
期
復
旧
が
待
た
れ
ま
す
が
、
多

額
の
負
担
増
が
見
込
ま
れ
る
中
、
鉄
道

会
社
と
沿
線
市
町
と
の
協
議
が
進
ん
で

お
ら
ず
、
先
行
き
は
不
透
明
で
す
。
公

共
交
通
の
柱
と
し
て
欠
か
せ
な
い
鉄
道

で
す
が
、
復
旧
し
た
後
、
利
用
促
進
策

を
実
施
し
て
も
、
利
用
客
が
震
災
前
以

上
に
な
る
こ
と
は
想
定
で
き
な
い
こ
と

や
、
町
の
復
興

状
況
の
影
響
も

あ
り
、
被
災
地

の
鉄
道
を
ど
う

守
っ
て
い
く
の

か
、
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
い

ま
す
。

派遣職員
高橋富士夫

橋げただけが残された鉄道の橋梁

被
災
地
か
ら
の
活
動
レ
ポ
ー
ト
⑪
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

木
造
住
宅
の
耐
震
対
策
を

支
援
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
地
震
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
木
造
住
宅
の
耐
震
対

策
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

○
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

　

木
造
住
宅
の
倒
壊
率
は
古
い
住
宅
ほ
ど

高
く
、老
朽
化
や
耐
力
壁
の
少
な
さ
、ま

た
は
、配
置
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
が
倒
壊
の

要
因
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
耐
震

診
断
」と
は
建
物
が
持
つ
構
造
状
態
を
評

価
し
、耐
震
性
能
を
判
定
す
る
こ
と
で
す
。

■
対
象
と
な
る
木
造
住
宅

　

次
の
住
宅
が
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

①�

一
戸
建
て
、
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅

（
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
住
宅
）

　

②�

店
舗
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ
面

積
の
半
分
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の

■
申
請
者
の
負
担
額　

無
料

■
受
付
棟
数　

20
棟

■
申
込
期
間　

６
月
３
日（
火
）９
時
か
ら

※�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事
補
助
事
業

　

耐
震
診
断
を
実
施
し
た
結
果
、「
倒
壊

の
お
そ
れ
あ
り
」
と
さ
れ
た
住
宅
の
補
強

工
事
を
所
有
者
が
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

■
対
象
と
な
る
補
強
工
事

　

①�

岐
阜
県
木
造
住
宅
耐
震
相
談
士
が
耐

震
実
施
す
る
工
事
。

　

②�

補
強
工
事
に
よ
っ
て
建
物
評
点
が
一

定
以
上
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

工
事
。（
詳
し
く
は
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
）

■
補
助
金
額

　

対
象
工
事
費
の
70
％
（
最
大
１
１
５
万

円
。
補
強
の
方
法
に
よ
り
、
補
助
金
額
が

変
更
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
）

■
受
付
棟
数　

３
棟

■
申
込
期
間　

６
月
３
日（
火
）９
時
か
ら

　
�

た
だ
し
、本
年
度
中
に
工
事
が
終
了
し
、

支
払
い
完
了
で
き
る
こ
と
。

　

※�
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
３
２
）

 

「
三
日
里
親
」を
募
集
し
ま
す
！

　
「
三
日
里
親
」
は
、
県
内
の
児
童
養
護

施
設
に
生
活
し
て
い
る
子
ど
も
達
の
中

で
、
夏
期
の
帰
省
時
に
、
帰
る
家
庭
の
な

い
子
ど
も
や
家
庭
の
事
情
で
帰
省
で
き
な

い
子
ど
も
を
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
三
日

間
預
か
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
子
ど

も
達
に
温
か
い
家
庭
の
雰
囲
気
を
体
験
さ

せ
る
こ
の
事
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

８
月
２
日（
土
）～
４
日（
月
）

■
申
込
方
法

　

�

事
業
に
応
募
さ
れ
る
方
は
、
役
場
子
育

て
支
援
課
ま
た
は
各
振
興
事
務
所
地
域

振
興
課
で
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
う
え
、
提
出
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
の
期
間

　

６
月
２
日（
月
）～
20
日（
金
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
４
１
）

　

牧
村 

美
鈴
さ
ん（

永
）の
事
例
を

紹
介
し
ま
す
。

「�

私
た
ち
の
出
来
る
こ
と
を
、
重
荷
に

な
ら
な
い
、
嫌
に
な
ら
な
い
程
度
で

楽
し
く
や
っ
て
ま
す
！
」

　

い
く
ら
頑
張
っ
て
も
、面
倒
だ
な
ぁ
、

嫌
だ
な
ぁ
、と
思
っ
て
は
続
き
ま
せ
ん
。

な
の
で
、
当
た
り
前
の
事
し
か
、
や
っ

て
い
ま
せ
ん
が
紹
介
し
ま
す
。

①�
キ
ッ
チ
ン
の
シ
ン
ク
の
中
の
三
角

コ
ー
ナ
ー
を
無
く
し
、
広
告
で
作
っ

た
小
さ
な
ゴ
ミ
入
れ
を
使
っ
て
い
ま

す
。
野
菜
な
ど
濡
れ
た
状
態
で
焼
却

す
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
く
さ
ん
使

う
と
新
聞
で
見
た
こ
と
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
か
ら
は
こ
の
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

②�

布
お
む
つ
を
使
う
よ
う
に
し
て
紙
お

む
つ
を
減
ら
す
こ
と
で
す
。
夜
寝
る

と
き
と
出
掛
け
る
と
き
は
紙
お
む
つ

を
使
っ
て
お
り
ま
す
が
、
昼
間
家
に

い
る
と
き
は
布
お
む
つ
を
使
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
今
ま
で
ゴ

ミ
袋
の
「
大
」
を
使
っ
て
い
ま
し
た

が
「
小
」
で
大
丈
夫
に
な
り
ま
し
た
。

③�

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
は
、
洗
っ

て
、
乾
か
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ

と
で
す
。
我
が
家
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
が

大
好
き
な
の
で
た
く
さ
ん
食
べ
ま

す
。
蓋
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
す
。
リ

サ
イ
ク
ル
の
日
に
な
る
と
た
く
さ
ん

重
な
っ
た
蓋
を
見
て
「
今
月
も
た
く

さ
ん
食
べ
た
な
ぁ
」
と
思
い
な
が
ら

見
て
い
ま
す
。

　

ど
れ
も
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、

毎
日
続
け
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
一
気
に
た
く
さ
ん
始
め
る

の
で
は
な
く
、
出
来
る
こ
と
を
少
し
ず

つ
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
お
問
い
合
せ
先
〕

　

揖
斐
川
町
役
場
生
活
環
境
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

「
我
家
の
ご
み
減
量
化

対
策
」の
事
例　
　

活用術
な
るほど
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
５
月
29
日
に
平
成
26
年
度
の
定
時
総

会
を
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
で
開
催
し
、

平
成
25
年
度
の
決
算
報
告
を
い
た
し
ま
し

た
。

　

総
会
後
は
、
揖
斐
警
察
署
に
講
師
を
お

願
い
し
、
高
齢
者
の
交
通
安
全
の
心
構
え

と
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
振
り
込
め
詐

欺
防
止
の
講
習
会
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
町
内
在
住
の
60

歳
以
上
の
元
気
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も
入

会
で
き
ま
す
。
地
域
貢
献
と
健
康
維
持
の

た
め
入
会
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
興
味
の
あ

る
方
は
、
一
度
事
業
及
び
入
会
説
明
会
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
６
月
の
事
業
及
び
入
会
説
明
会

　

６
月
２
日（
月
）、
16
日（
月
）

　

10
時
～（
一
時
間
半
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。）

　

�

福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階
第
一
会

議
室
に
て

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－
０
９
０
７

 

全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
に
お
け
る
電
話
相
談
所
の

開
設
に
つ
い
て

　

い
じ
め
・
体
罰
・
虐
待
等
、
だ
れ
に
も

打
ち
明
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
悩
み
を
抱

え
て
お
ら
れ
る
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
電

話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
日
時

　

６
月
23
日（
月
）～
６
月
29
日（
日
）

　

月
曜
日
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
19
時

　

土
・
日
曜
日　

10
時
～
17
時

※�

強
化
週
間
以
外
の
日
で
も
、
平
日
８
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

■
電
話
番
号　

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０
�

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

■
相
談
担
当
者

　

�

岐
阜
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会　

子
ど

も
人
権
委
員
会
委
員

　

岐
阜
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課　

職
員

 

税
務
職
員
募
集（
高
校
卒
業
程
度
）

　

国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
採
用
試
験
の

受
験
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種　

税
務
職
員
採
用
試
験

受
験
資
格　

　

①�

平
成
26
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
高

等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年

を
経
過
し
て
い
な
い
者
及
び
平
成
27

年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
又
は
中
等

教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

　

②�

人
事
院
が
１
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る

と
認
め
る
者

■
申
込
期
間

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

　

６
月
23
日（
月
）～
７
月
２
日（
水
）

　

郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
申
込

　

６
月
23
日（
月
）～
６
月
26
日（
木
）

■
試
験
日

　

第
１
次
試
験　

９
月
７
日（
日
）

　

�

第
２
次
試
験　

10
月
16
日（
木
）か
ら
10

月
24
日（
金
）ま
で
の
い
ず
れ
か
指
定
す

る
日

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

名
古
屋
国
税
局 

人
事
第
二
課 

試
験
係

　

℡
０
５
２

－

９
５
１

－

３
５
１
１

�

（
内
線
３
４
５
０
）

　

国
税
庁
Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.nta.go.jp

 

み
ん
な
で
防
ご
う
！
土
砂
災
害

土
砂
災
害
防
止
月
間
と
は
？

　

一
瞬
に
し
て
生
命
と
財
産
を
奪
う
土
石

流
、
地
す
べ
り
、
が
け
崩
れ
等
の
土
砂
災

害
か
ら
身
を
守
る
た
め
、「
日
頃
の
備
え
」

と
「
早
め
の
避
難
」
を
心
掛
け
、
防
災
意

識
を
普
及
す
る
た
め
、
６
月
を
土
砂
災
害

防
止
月
間
と
し
て
い
ま
す
。

危
険
を
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
早
め
の
避
難

・�

避
難
場
所
、
避
難
経
路
を
事
前
に
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・�

危
険
箇
所
を
事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
お
年
寄
り
は
移
動
時
間
を
考
え
て

早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

・�

強
い
雨
や
長
雨
の
時
な
ど
は
広
報
車
の

呼
び
か
け
等
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・�

危
険
を
感
じ
た
ら
、
自
ら
率
先
し
て
避

難
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

男
女
共
同
参
画
週
間

期
間　

６
月
23
日（
月
）～
29
日（
日
）

平
成
26
年
度
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　

「
家
事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ
」

中部地方整備局　越美山系砂防事務所



  

  

同和地区の人であるかないかは関係なく、祝福する

自分としてはこだわりがあるが、子どもの意志を尊重して認める

家族・親戚などの反対があれば、認めない

自分は反対であり、絶対に認めない

わからない

その他

無回答

とても難しい問題なので、できるだけ避けていきたい

人間の自由や平等に関する問題なので、解決のために努力したい

同和地区の人々の問題であり、自分には関係ない

あまりさわがずそっとしておけばよい

特に関心はない

わからない

その他

無回答

40％

40％

30％

30％

20％

20％

10％

10％

0％

0％
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（岐阜県「人権に関する県民意識調査」平成 24 年 7 月）

自分の子どもが同和地区出身の人と結婚すると知ったときの対応

Q あなたのお子さんが（いない場合は、いると仮定して）、同和地区出身の人と結婚するとしたら、
あなたはどうしますか。

同和問題についての考え

Q 同和問題について、あなたはどう考えますか。

同和問題とは
　日本の歴史の中でつくられた身分制度によって、今なお、生まれ育った地域を理由に不当な差別を
受けるという、日本固有の人権問題です。
　これまで、同和対策の早期解決に向けたさまざまな取り組みにより、生活環境の改善など実態的な
差別解消という点で、大きな成果をあげることができました。
　しかしながら、下の「人権に関する県民意識調査」の結果に見られるように、結婚や就職における
偏見・差別など、心理的な差別が依然として残っているのが現状です。また、近年は、匿名性を悪用
したインターネットなどによる差別助長的な情報の書き込み・流布や、企業における不適正な採用選考、
個人情報の不正取得といった問題も起きています。

　同和問題は、私たちにとって身近で、重要な人権課題の１つです。
　差別をなくすためには、私たち一人ひとりが同和問題について避けて通ろうとせず、地域や家庭、職場
などで意見を交換し合い、偏見を持たずに正しい知識を持つことが大切です。

■ 24 年度（n ＝ 1,065）
■ 19 年度（n ＝ 1,168）

■ 24 年度（n ＝ 1,065）
■ 19 年度（n ＝ 1,168）

25.3％

25.8％
21.8％

8.2％
7.5％

5.0％

1.6％

2.7％
3.4％

10.3％

25.9％
29.2％

2.0％

7.7％

26.9％
26.1％

6.2％

3.7％

3.2％
3.6％

20.4％
22.1％

1.7％

11.1％

5.7％
31.5％

29.7％

31.8％

同和問題を知っていますか
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こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
柄　

千
代 

さ
ん（
大
光
寺
）

�

４
月
16
日（
水
）　

95
歳　

　

亀
井　

三
男
さ
ん（
島
）

�

４
月
19
日（
土
）　

95
歳　

　

伊
藤　

守
一 

さ
ん（
春
日
美
束
）

�

４
月
20
日（
日
）　

95
歳　

　

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長

生
き
を
し
て
く
だ
さ
い

「
平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス

－

基

礎
調
査
及
び
商
業
統
計
調
査
」

ご
協
力
の
お
願
い

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、平
成
26
年

経
済
セ
ン
サ
ス

－

基
礎
調
査
と
平
成
26
年

商
業
統
計
調
査
を
一
体
的
に
実
施
し
ま
す
。

□
調
査
対
象　

す
べ
て
の
事
業
所
及
び
企
業

□
調
査
期
日　

平
成
26
年
７
月
１
日
現
在

（
調
査
票
は
平
成
26
年
６
月
末
日
ま
で

に
お
届
け
し
ま
す
。）

※�

調
査
を
装
っ
た
不
審
な
訪
問
者
や
不

審
な
電
話
・
電
子
メ
ー
ル
な
ど
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
調
査
員
は
必
ず
調
査

員
証
を
身
に
付
け
て
お
り
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、金
品
を
請

求
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

　トウゲシバは揖斐川町の山地の樹林下で、やや湿った日陰に生えています。常緑の多年草で、シダ植物で

す。ヒカゲノカズラと同じ科に属しています。多くは茎の根元は曲がっていて、背丈は 10～ 20 センチで、

根元や茎の先端部分で分枝するので株立ちのように見えます。葉は狭皮針形、長さ 15～ 20ミリ、幅 2～ 3

ミリで縁に鋸歯があり、鋸歯には変異が多く、ホソバトウゲシバ、ヒロハトウゲシバ、オニトウゲシバなど

に分類されます。葉は根元から先端まで螺旋状に着いている。茎葉ともに硬い紙質。胞子のうは茎の上部に

ある胞子葉の基部上側に着く。また先端付近には無性芽を生じる。トウゲシバは峠柴の意味です。

　薬用部分は全草。９～ 10月に全草を採取し、水洗いしてから日干しで乾燥する。生薬名は千
センソウトウ

層塔。

　薬効は止血、消炎、解毒作用がある。婦女白帯、でき物、痔による出血、筋肉の疲労回復に用いられる。

千層塔を刻み、一日量を 10～ 20グラムとし、水 600 ～ 700 ミリリットルを加

えて加熱し煎じ、半量まで煮詰めて布などでこしてから一日三回食後に服用する。

外用の場合は煎液で患部を洗浄する。妊婦の服用は禁止する。

　トウゲシバにはアルカロイドが含まれていて、そのうちフペルジン Aが加齢に

伴う記憶、認識力の低下からアルツハイマー性痴呆まで改善が期待できる可能性

が高いとされる。認知症やアルツハイマー症は脳内のアセチルコリンレベルの低

下により引き起こされるものであり、この低下を抑制し、回復させ、維持する作

用がフペルジン Aにあると言う。アルツハイマー病改善薬の有望な候補として期

待されている。� （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の

いびがわ　特産品シリーズ トウゲシバ（ヒカゲノカヅラ科）


